
令和７年度大隅農林水産物輸出拡大促進事業 

          業務委託企画提案に係る仕様書 

 

１ 委託業務の名称   

  令和７年度大隅農林水産物輸出拡大促進事業に関する業務 

 

２ 業務の目的 

海外のバイヤーに広く大隅の農畜産物等を知ってもらうために，東南アジアのバ

イヤーを招聘した商談会の開催や東南アジアの量販店等でのフェアの実施，志布志

港を活用した東南アジアへの輸送実証を行い，輸出促進を図る。 

 

３ 業務の履行期限   

  令和８年３月６日（金） 

 

４ 業務委託の内容 

（１）東南アジアのバイヤーを招聘した商談会の開催等 

  ア 商談会に向けた事前勉強会 

・ 輸出先国のニーズ，規制について 

   ・ 輸出する際の必要な手続き 

   ・ 見積書，商品企画書の作成 

   ・ 商品提案の方法 

 

  イ 海外バイヤーによる産地視察及び商談会の開催 

    東南アジアからバイヤー(量販店，飲食店，輸入事業者)を招聘し，産地視察

や商談会の企画運営を行う。 

   ・ 招聘に向けたバイヤーの参集，連絡・調整 

   ・ 産地視察先の事業者の選定 

   ・ 招聘するバイヤーの受入れ業務(宿泊の手配，旅費の支払い) 

   ・ 招聘するバイヤーと参加事業者との商談に係る企画・運営 

   ・ 参加事業者への連絡・調整 

    

  ウ 東南アジアにおける大隅産農水産物等の販売フェアの開催 

    フェア実施に係る企画運営を行う。 

   ・ 対象国及び対象店舗(量販店や飲食店)の選定 

   ・ 実施店舗(バイヤー)との連絡調整 

   ・ 輸出する品目のとりまとめ，輸出に係る手続き事務 

   ・ 輸出する事業者との連絡調整 

   ・ フェア実施に係る商品輸送及び現地での商品の輸送，保管に係る調整 

   ・ 参加事業者に対しての事後報告会の開催 

 



 ※ 大隅産農水畜産物等の定義  

① 農水畜産物については，鹿児島県大隅地域で生産，収穫されたものであるこ 

  と 

  ② 農水畜産物以外の商品（加工食品）については，以下のいずれかに該当する

もの 

   ・ 地域内の素材を利用し，地域内で製造・加工し，販売しているもの 

   ・ 地域内の素材を利用し，地域外（県外含む）で製造・加工し，地域内の素

材を利用していることを明示して販売しているもの 

 

（２）志布志港を活用した東南アジアへの輸送実証 

   フェア実施に向けて志布志港を活用し，東南アジアへの混載輸送を行う。 

・ フェアで販売する商品等について，フェア実施店舗までの輸送手配 

       

（３）実績報告書の作成 

   取組の毎に課題解決や目標達成に向けて，本事業での取組により得られた成果

（良かった点や改善点）や手法等を整理し，実績書を作成する。 

 

（４）その他 

ア 県と調整の上，フェアを実施したバイヤー及び参加事業者に対してアンケー

ト調査を実施すること。 

イ 産地視察や商談会，フェアの実施に要する経費等（アンケート調査や商談会

参加者への文書発送に係る経費，会場使用料やバイヤーの旅費等）は県を介さ

ず直接支払うこと。 

ウ 上記（１）～（３）以外に，輸出拡大の推進に必要な企画委託料の範囲内で

有効と思われる事項があれば提案すること。 

 

５ 業務の実施 

（１）本事業が県との委託に基づく公的事業であることを十分認識し，適正な事業及

び経費の執行に努めること。 

（２）本事業について，事業の終了後も含めて，今後，県監査委員の監査対象となる

場合があるので，その場合は監査に積極的に協力するとともに，事業の報告や必

要な資料の提出等の説明責任を果たすこと。 

（３）事業を実施するに当たり，県と十分な打合せを行うとともに，打合せのための

資料作成及び議事録等の作成を行うこと。 

（４）実績報告書の記載内容が確認できる書類を事業終了後５年間保存しておくこと 

 

６ 業務の進捗状況等の報告 

  業務の進捗状況等の報告は，次のとおりとする。 

（１）受託者は，委託業務の進捗状況を適宜報告し，県との調整を図ること。 

（２）委託業務が終了したときは，速やかに実績報告書を作成し，県に提出すること。 



 

７ 委託事業に係る経費等 

（１）対象経費 

  ア 事業の実施に当たり特に直接必要と認められる経費 

  イ 管理費 

（２）その他 

事業を実施したことを証する証拠書類等が確認できない場合は，委託費を減額

する場合がある。 

 

８ その他 

（１）当事業委託で作成したデータや資料，写真，イラスト，動画，文章，実績書等

の権利は県に帰属する。 

（２）本事業に関して知り得た業務の秘密は，契約期間にかかわらず，第三者に漏ら

してはならない。 

（３）本件に関し，疑義が生じた場合及び仕様書に記載なき事項については，県と協

議するものとする。 

（４）業務の実施に当たっては，県と十分に連携をとり，協議，調整の上，進めるこ

ととする。 

（５）研修会等多数の参加者が集うものの開催の際は，Ｗｅｂによる開催の併用にも

対応できるものとする。 


